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ごあいさつ 
みのかも「声のドラマ」の会 

                               代表   森 優美子 
 
みのかも「声のドラマ」の会は、当初、実行委員会という形で朗読の会が産声を上げてから 20 年を迎えるこ

とができました。これまでにどれ程大勢の皆様に応援とお力添えをいただいたかと思うと感謝･感謝です。 
初回講座では、故・山内雅人先生にご指導を受けました。ドラマティックリーディングという、今まであまり

経験したことのない朗読表現に、驚きと難しさ、そして戸惑いを感じました。しかし、山内先生の朗読の世界に

私はすぐに引き込まれ、どんどんその虜になっていきました。 
初めての朗読フェスティバルは、いきなり美濃加茂市文化会館の大きなステージ、それは緊張と興奮の発表で

した。終わってみると、会員の結束力はとても強くなっていました。文化会館で 3 年間発表した後は、みのかも

文化の森に拠点を移し新たな気持ちで取り組むことになりました。現在は戸村美智子先生と岡摂子先生の指導の

元でドラマティックリーディングを学んでいます。関わるほどに、作品の読みとりの深さや、表現の難しさが襲

いかかってきます。しかしそんな時、私たちは一人ではなく会員同士で内容を話し合い、練習を重ねていく中か

ら、素晴らしい朗読が生まれてくる喜びを味わってきました。未熟であっても皆で乗り越えた時の満足感が、次

の階段を登らせてくれるのです。朗読の世界は不思議な魅力をもっています。 
気がつけばこの 20 年は、あっという間だったように思います。立ち上げ当初、美濃加茂から全国へ発信とい

う大きな目標がありました。波紋は少しでも広がったでしょうか？会員の活躍の場が市の内外に増え、早稲田大

学でも発表の機会をいただくなど、これらは 20 年の一つの結果ととらえて良いのではないかと思います。 
これからもみのかも「声のドラマ」の会に、皆様のご指導ご助言をよろしくお願い申し上げます。 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 
祝「声のドラマ」の２０年 

美濃加茂市副市長  海老 和允 
 

美濃加茂の「声のドラマ」の活動が始まって 20 年ということに、感慨深いものを感じています。 
美濃加茂市が創設した坪内逍遙大賞の第 3 回の受賞者は、七色の声を持つと言われた加藤道子さんでした。当

時文化課長であった私は、加藤道子さんに朗読の指導をお願いし、快く引き受けていただきました。市内 5 か所

の会場で、延べ 401 人が講座を受講されました。さらに、第二弾として、翌年から山内雅人さんを中心とした放

送表現教育センターによる朗読講座を企画しました。その時の中心メンバーが、現在のみのかも「声のドラマ」

の会の方でした。 
20 年の長い間、地道な講座を続け、グループごとに市民、学校で朗読発表されるなど、美濃加茂市を中心とし

た朗読文化が出来上がりつつあります。大変素晴らしいことと喜んでいる一人です。 
今後に期待することは、朗読が市民にとり感動を伝えるとともに、美濃加茂市民の誇りとなるように高めて欲

しいですね。 
美濃加茂市には、特色ある多くの歴史、自然、民俗があります。そのような文化の共有を行うために、声や映

像での記録による紹介を、「声のドラマ」の会が中心になっていただきたい。さらには、加藤道子さんがおっしゃ

っていたように、朗読は作者が読むのが一番いいとも考えますので、自分で作った俳句、短歌、詩、日記などを

読むことに挑戦してみると新しい世界が広がって面白いと思います。 
20 年という節目ですが、私は、大変誇りに思っています。過去の満足だけでなく明日に向かってさらに無限の

広がりを期待します。おめでとうございます。 
 



「声のドラマ」20 年おめでとうございます。師匠、山内雅人に連れられて美濃加茂市に伺うようになってから、

はや 19 年になります。ふり返ると、ああでもない、こうでもないと言いながらいつの間にか･･･と驚きを感じま

す。残念なのはドラマティックリーディングを広めたい、そして美濃加茂市に行くことを楽しみにしていた山内

雅人が故人になってしまったことです。 
20 年前、どしゃ降りの中を「心中未遂」の出演者（放送表現教育センター）と共に美濃太田の駅に降り立った

時、正直言って寂しい駅だなあ･･･と思いました。しかし、あの大きな文化会館に、確か、加藤道子さんが出演さ

れた時だと記憶しています。大勢のお客様がいらした事に大きな衝撃を感じました。いよいよ我々の出演する番

になりました。幕前で、師匠・山内雅人が見川鯛山を語っている間、会場は大きな笑い声に包まれていました。

私は「おこんじょうるり」を語るべく、後ろでスタンバイして緊張が更に高まって息苦しくドキドキしたのを今

でも鮮明に覚えています。 
あれから 20 年経った今、私も年をとりました。その間に大切な人が遠くへ旅立っていきました。天災があっ

たり、色々なことがありました。美濃加茂市で出逢った人達を決して忘れることはないでしょう･･･。講師として

初めての文化会館でのフェスティバル、「朗読なんかやったことがない･･･」という方もいてどうなるかとこちら

の方がハラハラ･･･。無事に終わった時は、本当にホッとしました。あんな･･･こんな･･･と沢山の思い出が私の中

につまっています。そして、どんなに辛いことがあっても私には「朗読」という財産があるのだ･･･としみじみ思

うこの頃です。 
「声のドラマ」発足以来、ずっと携わって来られた代表の森優美子さん、矢島良子さん、役員の皆さまに改め

て敬愛を表します。ドラマティックリーディングが山内雅人と共に多くの人々に愛されますように･･･ 
放送表現教育センター  戸村 美智子 

 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 
「声のドラマ」の活動 20 年、誠におめでとうございます。 
「岐阜の美濃加茂市からドラマティックリーディングを教えて欲しいという話がきたんだよ」と師匠・山内雅

人が私達生徒に嬉しそうに語った姿が昨日のことのようによみがえります。山内雅人が提唱したドラマティック

リーディングが首都圏から外に広がりを見せた瞬間でした。そして今では、みのかも「声のドラマ」の会の皆さ

んが首都圏以西の実に頼もしい継承者です。  
 五期生の皆さんとご一緒に「声のドラマ」の会に参加させて頂いた私は、先輩の戸村美智子講師のご指導及び

代表の森さん、係の矢島さんはじめ多くの皆様の温かいお心配りのお陰で今日までどうにか凌いで参りました。

そして「声のドラマ」の会 20 年の嬉しい節目を共にできる喜びを深くかみしめております。ところで、皆様と

共に学びながら、常々私が疑問に思ってきた事があるのです。 
それは、皆さんの思い切りのいい表現力です。ご周知のように、ドラマティックリーディングは作者の言わん

とすることを読解し、それを声で表現する朗読です。泣いたり笑ったり叫んだり…思い切って表現しなければな

らない場面も多々あります。初めは恥じらいから充分表現できない事が多いのですが、声のドラマの名優陣は、

何と初見から表現されます。実に驚きでした。長年のこの疑問に答えを提示したのはＴＶ番組でした。一昨年で

したか、初日の講座を終えた夜、ふとつけたＴＶ番組で「岐阜県に現存する芝居小屋の数は日本一」であり「江

戸時代から素人が演じる地歌舞伎が盛んだった」「その地歌舞伎を演じ、見る小屋が芝居小屋」であるとか･･･。

なる程、この地は江戸の昔から演じること観ることが特別お好きな方々の住まう地。そのＤＮＡは、脈々と受け

継がれていたのです。役者も観客も地歌舞伎の楽しみ方と同じです。 
発表会の度に観客を笑いの渦に誘い込む名優、泣かせてくれる役者、温かい観客。ドラマティックリーディン

グは、この地で活き活きと継承されていくことでしょう。声のドラマの皆さんに乾杯！   
放送表現教育センター  岡 摂子 



これまでのあゆみ（１）朗読フェスティバル

第1回　講師　山内 雅人　(1997 年 )

第 1回　加藤 道子　(1997 年 ) 第 1回　1期生　(1997 年 )

第 3回　2期 Aクラス　(1999 年 ) 第 5回　養成クラス　(2001 年 )

第 6回　Eクラス　(2002 年 ) 第 7回　7期 Lクラス　(2003 年 ) 第 8回　8期 Bクラス　(2004 年 )

第 11 回　3クラス　(2007 年 ) 第 12 回　10クラス　(2008 年 ) 第 16 回　10クラス　(2012 年 )

第 17 回　2クラス　(2013 年 ) 第 18 回　11クラス　(2014 年 ) 第 20 回　6クラス　(2016 年 )



これまでのあゆみ（２）

早稲田大学　小野講堂での公演 (2007 年 )

学校活用｢きつつきの商売｣(2010 年 9月 ) 学校活用｢スーホの白い馬｣(2012 年 2月 )

学校活用｢たぬきの糸車｣(2014 年 2月 ) 学校活用｢たぬきの糸車｣(2017 年 1月 )

フォレスタくらぶ｢ナイト・みゅ～じあむ｣(2016 年 9月 )

早稲田小劇場どらま館での公演 (2016 年 )

学校活用｢生きものなかよし大作せん｣(2016 年 6月 ) 学校活用｢初夏の植物をみつけよう｣(2017 年 6月 ) 双葉中学校における朗読 (2017 年 5月 )



期  日 で　　き　　ご　　と 朗読講座受講生数
1996 　平成8年度

5月22日 美濃加茂市第3回坪内逍遙大賞に加藤道子氏が選ばれる。

8月26日 加藤道子氏の大賞授賞記念として行うことになった朗読事業について意見を聞く「情報交換会」が、

美濃加茂市教育委員会文化課の呼びかけで開催される。

10月16日 逍遙大賞授賞記念事業として坪内逍遙「神変大菩薩伝」を加藤道子氏と山内雅人氏が朗読する。　　

(会場：美濃加茂市文化会館ホール)

10月17日 美濃加茂市内5会場で朗読講座、加藤道子氏の指導を受ける（17日､18日､19日）。延べ参加者401名

2月24日 「情報交換会」のメンバーが中心となって「朗読準備委員会」が開催される。

3月19日 「朗読準備委員会」が移行する形で「朗読に関する事業の発起人会」が開催される。

1997 　平成9年度 ９５名
4月　4日 発起人会が「みのかも朗読を学ぶ実行委員会」となり、第1回会議が開催される。

4月14日 「みのかも朗読を学ぶ実行委員会」の名称を「声のドラマ97実行委員会」(代表:佐野綾目）と変更する。

5月23日 東京都世田谷区で放送表現教育センターの発表会を聴講、美濃加茂の朗読講座指導を依頼

7月12日 初年度の朗読講座開催（会場：美濃加茂市文化会館 １期７クラス 95名 講師：山内雅人、吉田一枝）11月まで全5回

11月30日 第１回朗読フェスティバル開催（実行委員会主催、会場：美濃加茂市文化会館ホール）

12月10日 「声のドラマ」の会通信 №１発刊　以降随時発行

1998　平成10年度 １１３名（うち新規60名）

7月　5日 朗読講座始まる（会場：美濃加茂市文化会館　1～2期生、講師：山内雅人、戸村美智子）11月まで全5回

9月28日 岐阜県市長会会合で朗読（会場：シティホテル美濃加茂、1グループ）

11月29日 第2回朗読フェスティバル開催（実行委員会主催、会場：美濃加茂市文化会館ホール）

12月13日 実行組織のありかたの会議を開催、より自主的団体としての、みのかも「声のドラマ」の会を発足させるための

準備委員会をこのあと開催していく。

1999　平成11年度 １３６名（うち新規45名）

5月23日 みのかも「声のドラマ」の会発足総会（美濃加茂市文化会館練習室、代表：森優美子）

6月　6日 朗読講座始まる（会場：美濃加茂市文化会館　1～3期生、講師：山内雅人、戸村美智子）11月まで6回

8月29日 美濃加茂少年少女合唱団サマーコンサートで共演（1グループ）

11月28日 第3回朗読フェスティバル開催（会場：美濃加茂市文化会館ホール）、みのかも「声のドラマ」の会が初主催。

2000　平成12年度 １２１名（うち新規24名）

5月20日 美濃加茂市東図書館において朗読会始まる（毎月第3土曜日 2001年3月まで）

5月22日 坪内逍遙生誕祭で朗読（会場：美濃加茂市中央公民館、１グループ）

6月　6日 朗読講座始まる（会場：みのかも文化の森　1～4期生、講師：山内雅人、戸村美智子）11月まで6回

10月　1日 みのかも文化の森　オープン記念事業で朗読（１グループ）

10月20日 ライン共和国会合で朗読（会場：みのかも文化の森　まゆの家、4名）

１１月11・12・18・19日 第4回朗読フェスティバル開催（会場：みのかも文化の森　緑のホール）

11月26日 第4回朗読フェスティバル開催（会場：美濃加茂市文化会館ホール）

11月28日 NHK番組「ゆうがたチャンス」に出演

○文化の森　学習活用 （市内小学校3回、市内中学校7回）

2001　平成13年度 １１６名（うち新規14名）

4月27日 みのかも文化の森において第1回春・朗読の一日開催に協力（このあと2回目以降も）

6月　3日 朗読講座始まる（会場：みのかも文化の森　1～5期生、講師：戸村美智子、岡摂子）11月まで全6回

6月10日 県立ひまわりの丘ボランティアとの集いで朗読（1グループ）

8月28日 中山道草鞋の会 朗読の夕べにて朗読（1グループ）

9月15日 みのかも文化の森において第1回森の朗読会開催（以降毎月第3土曜日、緑のホール、14:00～15:00）

12月１・2日 第5回朗読フェスティバル開催（会場：みのかも文化の森　緑のホール）

2月　6日 西中学校家庭教育学級で朗読（1グループ）

3月19日 美濃加茂ライオンズクラブ会合で朗読（1グループ）

◇森の朗読会（第1回～第6回）

○文化の森　学習活用（市内小学校4回、市外小学校2回）

2002　平成14年度 １１６名（うち新規14名）

6月　2日 県立ひまわりの丘ボランティアとの集いで朗読（1グループ）

6月　7日 朗読講座始まる（会場：みのかも文化の森　1～6期生、講師：戸村美智子、岡摂子）11月まで全6回

8月31日 みのかも朗読の夕べ（会場：美濃加茂市文化会館　出演：平野啓子）

10月26日 古井地区交通安全法令講習会で朗読（1名）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　*講師敬称略

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　*（　名）はその活動を行った受講生の人数

 みのかも「声のドラマ」の会のあゆみ



期  日 で　　き　　ご　　と 朗読講座受講生数
11月16・17日 第6回朗読フェスティバル開催（会場：みのかも文化の森　緑のホール）

2月　6日 西中学校家庭教育学級で朗読（1グループ）

3月　1日 みのかも文化の森「坂井範一展」関連事業で、坂井範一著「随想」を朗読

3月10日 美濃加茂少年少女合唱団定期演奏会で共演（1名）

◇森の朗読会（第7回～第17回）

○文化の森　学習活用（市内小学校2回、中学校1回）

2003　平成15年度 １２２名（うち新規14名）

6月　6日 朗読講座始まる（会場：みのかも文化の森　1～7期生、講師：戸村美智子、岡摂子）11月まで全6回

8月26日 可児市広見小学校教職員研修で指導（4名）

10月　9日 お月見コンサートに参加（みのかも文化の森　まゆの家、4名）

10月18日 古井地区交通安全法令講習会で朗読（1名）

12月6・7日 第７回朗読フェスティバル開催（会場：みのかも文化の森　緑のホール）

12月12日 美濃加茂市教育センター講座　市内教職員に指導（1名）

3月　6日 みのかも文化の森「津田左右吉展」関連事業で津田左右吉著「子どもの時のおもひで」を朗読（1グループ）

◇森の朗読会（第18回～第28回）

○文化の森　学習活用（市内小学校2回）

2004　平成16年度 １２９名（うち新規1８名）

5月26日 市制50周年記念坪内逍遙大賞10周年記念　｢坪内ミキ子のトークサロン」にて朗読（会場：東京都ラピロス六本木 3名）

6月　4日 朗読講座始まる（会場：みのかも文化の森　1～7期生、講師：戸村美智子、岡摂子）11月まで全6回

6月18日 朗読講座始まる（会場：みのかも文化の森　8期生、講師：声のドラマ会員）11月まで全6回

7月26日 下呂市萩原朗読の会にて朗読指導（2名）

7月31日 みのかも朗読の夕べ（会場：美濃加茂市文化会館　出演：鎌田弥恵・戸村美智子・石田さえ）

12月4・5日 第8回朗読フェスティバル開催（会場：みのかも文化の森　緑のホール）

1月26日 恵那郡教職員国語部会実践交流会で指導（2名）

2月　5日 「林隆三と楽しむ賢治童話の世界」が文化会館で開催、声のドラマの会として協力

2月11日 加藤道子氏と山内雅人氏による坪内逍遙「神変大菩薩伝」のDVDを制作

3月13日 みのかも文化の森「坪内逍遙展」関連事業で坪内逍遙作「霊験」の朗読に参加（3名）

◇森の朗読会（第29回～第39回）

○文化の森　学習活用（市内小学校3回、市外小学校1回）

2005　平成17年度 １４１名（うち新規17名）

6月　3日 朗読講座始まる（会場：みのかも文化の森　1～7期生、講師：戸村美智子、岡摂子、林洋子）11月まで全6回

6月17日 朗読講座始まる（会場：みのかも文化の森　8～9期生、講師：声のドラマ会員）11月まで全6回

8月　6日 富加町・木村小舟講演会関連事業で朗読（会場：富加町郷土資料館　3名）

8月12日 岐阜県教育長会議において朗読（会場：みのかも文化の森　4名）

8月24日 恵那市教職員国語部会実践交流会で指導（3名）

10月23日 関市富之保生涯学習センター研修事業において朗読（4名）

11月15日 富加小学校にて全校に朗読「木村小舟さんとはどんな人？」(2名）

12月3・4日 第9回朗読フェスティバル開催（会場：みのかも文化の森 緑のホール）

3月　5日 谷川俊太郎with谷川賢作「詩の魔術・声の魔術・音楽の魔術」が文化会館で開催、「声のドラマ」の会として協力　　　　　

3月18日 森の朗読会、50回目の公演

3月27日 下呂市萩原朗読の会にて朗読指導（2名）

◇森の朗読会（第40回～第50回）

○文化の森　学習活用（市内小学校10回、市外小学校2回、市外中学校1回）

2006　平成18年度 １４７名（うち新規17名）

5月17日 双葉中学校にて全校に朗読（5月～2月まで全8回　計30名）

5月23日 山手小学校クラブ活動で朗読指導（5月～2月まで全21回　1名）

6月2･3日 朗読講座始まる（会場：みのかも文化の森　1～8期生、講師：戸村美智子、岡摂子）11月まで全6回

6月16日 朗読講座始まる（会場：みのかも文化の森　9期、10期、講師：声のドラマ会員）11月まで全6回

7月　1日 美濃加茂中学校にて朗読（１グループ）

8月11日 美濃加茂市教育センター講座　市内教職員に指導（10名）

12月　3日 第10回朗読フェスティバル開催（会場：みのかも文化の森　緑のホール・エントランスホール）

◇森の朗読会（第51回～第61回）

○文化の森　学習活用（市内小学校8回、市外小学校2回）

2007　平成19年度 131名（うち新規０名）

5月23日 双葉中学校にて全校に朗読（5月～2月 全４回　計12名）

5月29日 山手小学校クラブ活動で朗読指導 （5月～2月 全8回　1名）

6月1･2日 朗読講座始まる（会場：みのかも文化の森　1～8期生、講師：戸村美智子、岡摂子）11月まで全6回

6月15日 朗読講座始まる（会場：みのかも文化の森　9・10期生、講師：声のドラマの会員）11月まで全6回



期  日 で　　き　　ご　　と 朗読講座受講生数
8月　3日 双葉中学校生徒に指導　全7回 （3名）

8月10日 美濃加茂市教育センター講座　市内および加茂郡の教職員に朗読指導（9名）

8月12日 みのかも文化の森「星野道夫展」関連事業で朗読 （4名）

9月26日 双葉中学校にて全校に朗読　「この子たちの夏」を生徒と共に朗読 （3名）

10月20日 早稲田大学・美濃加茂市文化交流協定締結の記念事業として早稲田大学小野講堂にて朗読 (７名）

11月　8日 可児市春里小学校にて全校に朗読 （低・高学年別） （4名）

12月　2日 第11回朗読フェスティバル開催（会場：みのかも文化の森　緑のホール・エントランスホール）　

12月10日 太田小学校にて全校に朗読 （2名）

◇森の朗読会（第62回～第72回）

○文化の森　学習活用（市内小学校9回）

2008　平成20年度 １４８名（うち新規20名）

6月5･6･7日 朗読講座始まる (会場：みのかも文化の森　1～10期生、講師：戸村美智子、岡摂子）11月まで全6回

5月25日 下呂市萩原朗読の会にて朗読（6名）

5月27日 可児市春里小学校にて朗読(２名）

5月28日 双葉中学校にて全校に朗読（2月まで全5回　20名）

6月20日 朗読講座始まる（会場：みのかも文化の森　11期生、講師：声のドラマの会員）11月まで全6回

8月20日 美濃加茂市教育センター講座（10名）

8月23日 可茂保育研究協議会に朗読（3名）　　

11月22･23日 第12回朗読フェスティバル開催（会場：みのかも文化の森　緑のホール）

11月30日 岐阜県歌人クラブﾞ　朗読　（会場：美濃加茂市中央公民館　5名）

2月25日 下呂市萩原朗読の会にて朗読指導（１名）

2月28日 各務原市朗読講座（3月まで3回　1名）

◇森の朗読会（第73回～第83回）

○文化の森　学校活用（市内小学校7回）

2009　平成21年度 １３５名（うち新規0名）
5月23日 各務原市朗読講座（11月まで　全12回　1名）

5月28日 可児市春里小学校にて教職員に朗読指導　（4名）

6月4･5･6日 朗読講座はじまる (会場：みのかも文化の森　1～10期生、講師戸村美智子、岡摂子）11月まで全6回

6月17日 双葉中学校にて全校に朗読（2月まで全5回　17名）

6月19日 朗読講座始まる（会場：みのかも文化の森　11期生、講師：声のドラマの会員）11月まで全6回

8月19日 美濃加茂市教育センター講座（2名）

10月31日 坪内逍遙博士生誕150年記念祭にて朗読（会場：美濃加茂市文化会館ホール　5名）

11月23日 富加町の木村小舟賞表彰式での朗読を講評（１名）

12月　6日 第13回朗読フェスティバル開催（会場：みのかも文化の森　緑のホール）

1月22日 愛知県江南市立図書館朗読講座にて指導（全４回　1名）

2月22日 下呂市萩原朗読の会にて朗読指導（１名）　

3月16日 可茂消防事務組合の職員に弁論大会の指導（１名）

◇森の朗読会（第84回～第94回）

○文化の森　学校活用（市内小学校8回、市外小学校2回）

2010　平成22年度 １３４名（うち新規11名）

6月3・4・5日 朗読講座始まる（会場：みのかも文化の森　１～１１期生、講師：戸村美智子、岡摂子、酒井麻吏）11月まで全6回

6月16日 双葉中学校にて全校に朗読（2月まで全5回　17名）

6月19日 朗読講座始まる（会場：みのかも文化の森　12期生、講師：声のドラマの会員）11月まで全6回

8月10日 美濃加茂市教育センター講座 (2名）

10月　9日 森の朗読会100回記念「音楽と朗読　午後のひととき」（8名）、チラシに使ったイラスト原画展を同時開催

10月22日 白川町佐見小学校にて全校に朗読（４名）

11月12日 岐阜県内の教育委員研修において朗読（会場：坂祝中央公民館ホール　４名）

12月4・5日 第14回朗読フェスティバル開催（会場：みのかの文化の森　緑のホール）

◇森の朗読会（第95回～第104回）

○文化の森　学校活用（市内小学校10回、市外小学校1回）

2011　平成23年度 １２２名（うち新規０名）
5月11日 双葉中学校にて全校に朗読（2月まで全5回　33名）

5月27日 蜂屋小学校にて 1、2、3、4年に朗読

6月2・3・4日 朗読講座始まる（会場：みのかも文化の森　1～11期生、講師：戸村美智子、岡摂子）11月まで全6回

6月18日 朗読講座始まる（会場：みのかも文化の森　12期生、講師：声のドラマの会員）11月まで全6回

8月　9日 美濃加茂市教育センター講座　加茂地区教員に朗読指導（2名）

11月　3日 美濃加茂市中央図書館読書週間記念事業にて朗読　（6名）

12月3･4日 第15回朗読フェスティバル開催（会場：みのかも文化の森　緑のホール）

1月20日 蜂屋小学校にて5.6年に朗読



期  日 で　　き　　ご　　と 朗読講座受講生数
◇森の朗読会（第105回～第115回）

○文化の森　学校活用（市内小学校15回）

2012　平成24年度 １３９名（うち新規24名）

5月 8日 双葉中学校にて全校に朗読（11月まで全4回 17名）　

6月1･2日 朗読講座始まる（会場：みのかも文化の森　１～１2期生、講師：戸村美智子、岡摂子）11月まで全6回

6月16日 朗読講座始まる（会場：みのかも文化の森　13期生、講師：声のドラマの会員）11月まで全6回

7月10日 愛知県江南市立図書館朗読講座にて指導（全4回　1名）

12月8･9日 第16回朗読フェスティバル開催（会場：みのかも文化の森　緑のホール）

1月31日 第9回博学連携フォーラム　古井小1年　国語科「たぬきの糸車」

◇森の朗読会（第116回～第126回）

○文化の森　学校活用（市内小学校8回）

2013　平成25年度 １２８名（うち新規０名）

5月21日 双葉中学校にて全校に朗読（2月まで全5回 19名）　

6月7･8日 朗読講座始まる（会場：みのかも文化の森　１～１2期生、講師：戸村美智子、岡摂子）11月まで全6回

6月15日 朗読講座始まる（会場：みのかも文化の森　13期生、講師：声のドラマの会員）11月まで全6回

11月　4日 美濃加茂市文化団体まつり出演(会場：文化会館展示室　5名）

12月7･8日 第17回朗読フェスティバル開催（会場：みのかも文化の森　緑のホール）

◇森の朗読会（第127回～第137回）

○文化の森　学校活用 （市内小学校12回、市外小学校1回）

2014　平成26年度 １２３名（うち新規１４名）

6月6･7日 朗読講座始まる（会場：みのかも文化の森　１～１3期生、講師：戸村美智子、岡摂子）11月まで全6回

6月21日 朗読講座始まる（会場：みのかも文化の森　14期生、講師：声のドラマの会員）11月まで全6回

7月　1日 双葉中学校にて全校に朗読（2月まで全4回 15名）　

12月6･7日 第18回朗読フェスティバル開催（会場：みのかも文化の森　緑のホール）

1月15日 太田小3年生に逍遙作品　朗読指導（全3回 6名）

◇森の朗読会（第138回～第148回）

○文化の森　学校活用（市内小学校13回）

2015　平成27年度 １０６名（うち新規０名）

5月26日 双葉中学校にて全校に朗読（2月まで全4回 16名）　

6月5･6日 朗読講座始まる（会場：みのかも文化の森　１～１3期生、講師：戸村美智子、岡摂子）11月まで全6回

6月20日 朗読講座始まる（会場：みのかも文化の森　14期生、講師：声のドラマの会員）11月まで全6回

10月　3日 美濃加茂市平和講演会（会場：美濃加茂市文化会館ホール　2名）

12月6･7日 第19回朗読フェスティバル開催（会場：みのかも文化の森　緑のホール）

1月14日 太田小学校3年生に朗読指導（全3回　6名）
3月13日 美濃加茂市・早稲田大学　文化交流事業にて朗読（会場：早稲田小劇場どらま館　11名）

◇森の朗読会（第149回～第159回）

○文化の森　学校活用（市内小学校10回、市外小学校3回）

2016　平成28年度 １０９名（うち新規９名）

5月21日 第161回森の朗読会にて早稲田小劇場どらま館の朗読を再演（会場：みのかも文化の森　緑のホール　10名）

5月24日 双葉中学校にて全校に朗読（2月まで全3回 14名）

6月3･4日 朗読講座始まる（会場：みのかも文化の森　１～１4期生、講師：戸村美智子、岡摂子）11月まで全6回

6月18日 朗読講座始まる（会場：みのかも文化の森　15期生、講師：声のドラマの会員）11月まで全6回

9月　3日 フォレスタくらぶ「ナイトミュージアム」にて朗読　（会場：みのかも文化の森　まゆの家　2名）

12月10･11日 第20回朗読フェスティバル開催（会場：みのかも文化の森　緑のホール）

1月19日 太田小学校４年生に朗読指導（全2回　6名）

◇森の朗読会（第160回～第170回）

○文化の森　学校活用（市内小学校15回、市外小学校3回）



これまでの朗読フェスティバル　（全20回）

場所 作者名等
第１回　1997　　　平成9年
11月30日（日） 文化会館ホール 加藤 道子 ろくでなしのサンタ 浅田 次郎
 (主催：声のドラマ97実行委員会） 講師 山内 雅人 田舎医者 見川 鯛山

講師 戸村 美智子 おこんじょうるり さねとう　あきら
放送表現教育センター 心中未遂 平岩 弓枝
１期（60名） 美濃加茂むかし鏡 蔭島 憑彦/脚色

第２回　1998　　　平成10年
11月29日（日） 文化会館ホール 講師 戸村 美智子 ともしび 杉 みき子
 (主催：声のドラマ98実行委員会） 講師 山内 雅人 医者ともあろうものが 見川 鯛山

放送表現教育センター ちっちゃなかみさん 平岩 弓枝
2期（41名） 美濃むかし鏡 蔭島 憑彦/脚色
１期（48名） 人魚姫 アンデルセン / 蔭島 憑彦・脚色

第３回　1999　　　平成11年
11月28日（日） 文化会館ホール 講師 戸村 美智子 家つき男をくどく法 田辺 聖子
 (主催：みのかも「声のドラマ」の会、以後継続） 講師 山内 雅人 かっぱのめだま さねとう あきら

放送表現教育センター 邪魔っけ 平岩 弓枝
1期　A・B・C クラス アンネ・リスベット アンデルセン / 蔭島 憑彦・脚色

中級　A クラス 作者多数
2期　D クラス かにむかし 木下 順二
自主　C クラス お月さんももいろ 松谷 みよ子
自主　A クラス 「のはらうた」より 工藤 直子
2期　B クラス あほろくの川だいこ 岸 武雄
自主　B クラス 耳なし芳一のはなし 小泉 八雲
中級　B クラス 鹿踊りのはじまり 宮澤 賢治
2期　C クラス 「ふくろうめがね」より 工藤 直子・詩
自主　D クラス 下池の大蛇さま 西脇 千代
2期　A クラス 杜子春 芥川 龍之介

第４回　2000　　　平成12年
11月11日（土） 文化の森 緑のホール 2期　A クラス 歯型 丘 修三

2期　C クラス 死神どんぶら 斎藤 隆介
ベッカンコおに さねとう あきら

萩原朗読の会（招待） 天狗のかくれみの 宇野 浩二
飛騨の若妻 曽野 綾子

11月12日（日） 文化の森 緑のホール 2期　B クラス 花の木村の盗人たち 新美 南吉
1期　B クラス とんかつ 三浦 哲郎

夏の影 連城 三紀彦
劇座朗読の会（招待） 雪女 小泉 八雲

おこんじょうるり さねとう あきら
11月18日（土） 文化の森 緑のホール 2期　C クラス 松岡 享子

1期　A クラス 北へ帰る 戸川 幸夫
養成クラス 「永代橋崩落」より　姉と妹 杉本 苑子

11月19日（日） 文化の森 緑のホール 2期　D クラス 家族 杉本 苑子
1期　D クラス 良弁杉 飯沼 勝治

穴のぞき 小澤 俊夫
ゆとりピア（招待） 「ものがたり可児の百年」より　土田の渡し 佐橋 節子
おはなしランプ 「魔女からの手紙」より 角野 栄子

11月26日（日） 文化会館ホール 講師 戸村 美智子 ゴールまで 内海 隆一郎
高村 綾子・米山 ゆかり 「幼年童話」より　がちょうのたんじょうび 新美 南吉

がちょうのたんじょうび / でんでんむしのかなしみ
あし / 売られていった靴 / 赤いろうそく

放送表現教育センター ゆうれい貸屋 山本 周五郎
4期 クラス 「御伽草子」より　をこぜ　 猫の草子 蔭島 憑彦・脚色
3期　A クラス 日暮れの海のものがたり 安房 直子
3期　B クラス ゆきんこ十二郎 さねとう あきら
3期　C クラス たましいのダンス 宮田 そら

ソメコとオニ 斎藤 隆介
第５回　2001　　　平成13年
12月1・2日 文化の森 緑のホール 講師 岡 摂子 きつねのでんわボックス 戸田 和代

講師 戸村 美智子 「鉄道員」より　オリヲン座からの招待状 浅田 次郎
12月1日（土） 文化の森 緑のホール 5期 クラス よだかの星 宮澤 賢治

「車の色は空の色」より　本日は雪天なり あまん きみこ
１･2　E クラス 手作りマダム 東野 圭吾
1・2　D クラス 糸車 山本 周五郎
4 A クラス かっぱのかげぼうし 清水 達也

夕鶴 木下 順二
3 B クラス 山桜 藤沢 周平
養成クラス ふたりぼっち 平岩 弓枝

紐の先 杉本 苑子
12月2日（日） 文化の森 緑のホール 1・2　C クラス 火 斎藤 隆介

ろくでなしのサンタ 浅田 次郎

出演者名回数　　期日 作品名

「日本一短い手紙」より　一筆啓上　～テーマは愛～

くしゃみくしゃみ天のめぐみ / 梅の木村のおならじいさん



場所 作者名等出演者名回数　　期日 作品名
1・2　A クラス ちっちゃなかみさん 平岩 弓枝
4 B クラス スーホの白い馬 大塚 勇三

野原の食卓 立原 えりか
3 C クラス 幸福の情景 佐藤 愛子
3 A クラス うしろの正面だあれ 立原 えりか

大はし夕立ち少女 藤沢 周平
1・2　B クラス 幻のつばめ 佐藤 愛子

第６回　2002　　　平成14年
11月16・17日 文化の森 緑のホール 講師 戸村 美智子・岡 摂子 息子たち 内海 隆一郎

講師 岡 摂子 花火 高橋 克彦
講師 戸村 美智子 三日月 田辺 聖子

11月16日（土） 文化の森 緑のホール A クラス ベロだしチョンマ 斎藤 隆介
じごくのそうべえ 田島 征彦

D クラス 負け兎 斎藤 隆介
紅白饅頭 内海 隆一郎

I クラス さいごの恐竜ティラン 村山 由佳
回覧版 清水 義範

G クラス 花の下の風子 平岩 弓枝
H クラス おっかけバアさん 東野 圭吾

11月17日（日） 文化の森 緑のホール F クラス 不知火の松 川崎市の昔話
かさこ地ぞう いわさき きょうこ
モチモチの木 斎藤 隆介
ちいちゃんのかげおくり あまん きみこ

B クラス 来訪者 阿刀田 高
K クラス 一会の雪 佐江 衆一
C クラス 二十三年 山本 周五郎
E クラス 女の決闘 遠藤 周作
L クラス つゆのひぬま 山本 周五郎

第７回　2003　　　平成15年
12月6・7日 文化の森 緑のホール 講師 戸村 美智子 火 斎藤 隆介

講師 岡 摂子 「年上の女」より　花言葉 連城 三紀彦
講師 戸村 美智子 アヤの話 杉 みき子

12月6日（土） 文化の森 緑のホール 7期　L クラス 百羽のつる 花岡 大学
ことりになったライオン 山崎 陽子

3･4期　I クラス 「鉄道員」より　うらぼんえ 浅田 次郎
1･2期　C クラス 「鎮魂歌」より　りゅうりぇんれんの物語 茨木 のり子

3･4期　G クラス 田辺 聖子
5期　J クラス 泡（あぶく） 乃南 アサ
1･2期　B （養成クラス） 女と味噌汁 平岩 弓枝

12月7日（日） 文化の森 緑のホール 6期　K クラス 「地べたっこさま」より　おこんじょうるり さねとう あきら
3･4期　H クラス 器量のぞみ 宮部 みゆき
3・4期　F クラス 「行きつ戻りつ」より　微笑む女 乃南 アサ

もとイヌ 落語
1･2期　C クラス 「おまじない」より　数篇 工藤 直子

鶴の家 安房 直子
1･2期　C クラス 心中未遂 平岩 弓枝
1･2期　C クラス 踊る手 藤沢 周平

第８回　2004　　　平成16年
12月4・5日 文化の森 緑のホール 講師 岡 摂子 干魚と漏電 阿刀田 高

講師 戸村 美智子 まぶたの姑 田辺 聖子
12月4日（土） 文化の森 緑のホール 8期　A クラス どんぐりと山猫 宮澤 賢治

8期　B クラス 遠い野ばらの村 安房 直子
6期 クラス スイート・ラバーズ 江國 香織

素晴らしい日曜日 佐藤 愛子
3･4期　A クラス 意気地なし 藤沢 周平
1･2期　B クラス 同じ穴の狢 群 ようこ

小さな舞台 山崎 陽子
3･4期　B クラス 春が来た 向田 邦子
1･2期　C クラス 月光の夏 毛利 恒之

12月5日（日） 文化の森 緑のホール 7期 クラス ラブ・ミー・テンダー 江國 香織
もみじ 立原 えりか
水仙月の四日 宮澤 賢治

3･4期　C クラス 素敵なお父さん 群 ようこ
5期 クラス あしたの風 壷井 栄
5期 クラス 青年のお礼 乃南 アサ
1･2期　D クラス うぐいす 藤沢 周平

姑の心得 佐藤 愛子
1･2期　E クラス 降りしきる 北原 亞以子
3･4期　D クラス 姥寝酒 田辺 聖子
1･2期　A クラス 雨上がりの藍の色 加納 朋子

「新・私本源氏春のめざめは紫の巻」より　六条ろくでなしの巻



場所 作者名等出演者名回数　　期日 作品名
第９回　2005　　　平成17年
12月3・4日 文化の森 緑のホール 講師 岡 摂子 月光の果て 唯川 恵

講師 戸村 美智子 幻のつばめ 佐藤 愛子
12月3日（土） 文化の森 緑のホール 9期　A クラス 森 瑶子

火星探検 筒井 康隆
9期　B クラス 家族 丘 修三
3･4期　A クラス 姥スター 田辺 聖子
3･4期　D クラス 火焔浄土 杉本 苑子
7期 クラス ほんの少しの場所 立原 えりか

兄の結婚 群 ようこ
5期 クラス 謀りごと 宮部 みゆき
1･2期　D クラス ラブ・レター 浅田 次郎
3･4期　B クラス ちっちゃなかみさん 平岩 弓枝

12月4日（日） 文化の森 緑のホール 8期　A クラス 花のき村と盗人たち 新美 南吉
8期　B クラス 歯型 丘 修三
1･2期　A クラス 幻の肖像画 山崎 陽子
6期 クラス 糸車 山本 周五郎
1･2期　C クラス 北へ帰る 戸川 幸夫
3･4期　C クラス 胸突坂 北原 亞以子
1･2期　E クラス 日記 中場 利一
1･2期　B クラス 夜の道 藤沢 周平

第１０回　2006　　　平成18年
12月3日（日） 文化の森 ｴﾝﾄﾗﾝｽﾎｰﾙ 講師 岡 摂子 最後の一句 森 鷗外

講師 戸村 美智子 「日曜日と九つの短篇」より　母の手紙 連城 三紀彦
文化の森 緑のホール 4 クラス 葉っぱのフレディ　　いのちの旅 レオ・バスカーリア

家族 杉本 苑子
2 クラス 陽炎 新田 次郎
7 クラス ヒア・カムズ・ザ・サン 重松 清
6 クラス 花の顔（かんばせ） 乙川 優三郎
9 クラス 「オリヲン座」からの招待状 浅田 次郎
11（養成クラス） ぎっちょんちょん 田辺 聖子

第１１回　2007　　　平成19年
12月2日（日） 文化の森 ｴﾝﾄﾗﾝｽﾎｰﾙ 講師 岡 摂子 しんちゃんの自転車 荻原 浩

講師 戸村 美智子 鬼 瀬戸内 晴美
文化の森 緑のホール 3 クラス 青いエグジット 石田 衣良

8 クラス チーズの贈り物 阿刀田 高
伝言ゲーム 清水 義範

12 クラス 不断草 山本 周五郎
5 クラス 負けない私 群 ようこ
1 クラス ひとごろし 山本 周五郎
10 クラス フジミ荘奇譚 重松 清

第１２回　2008　　　平成20年
11月22日（土） 文化の森 緑のホール 講師 岡 摂子 石の微笑み 高橋 治

講師 戸村 美智子 かんこま 田辺 聖子
11月23日（日） 文化の森 緑のホール 7 クラス さねとう あきら

5 クラス 虹の空 藤沢 周平
12 クラス 摩訶不思議 朱川 湊人
14 クラス 入れ札 菊池 寛
1 クラス 悲しい犬やねん / 考える豚 桂 三枝
3 クラス ほたる館物語 あさの あつこ
10 クラス 紙吹雪 宮部 みゆき

第１３回　2009　　　平成21年
12月6日（日） 文化の森 ｴﾝﾄﾗﾝｽﾎｰﾙ 講師 岡 摂子 夕空晴れて 伊集院 静

講師 戸村 美智子 遺り櫛 平岩 弓枝
文化の森 緑のホール 2 クラス 落語・伝票あらそい 筒井 康隆

人体の言い分 東海林 さだお
11 クラス ざしき童子のはなし / 鹿踊りのはじまり 宮澤 賢治
8 クラス 家つき男をくどく法 田辺 聖子
9 クラス 本日サービスデー 朱川 湊人
6 クラス 二人の母 杉本 苑子
4 クラス 駄犬 遠藤 周作

詩八篇「花ふぶき」ほか 阪本 越郎
13 クラス 天国のベル 石田 衣良

第１４回　2010　　　平成22年
12月4・5日 文化の森 緑のホール 講師 岡 摂子 お富の貞操 芥川 龍之介

講師 戸村 美智子 おこんじょうるり さねとう あきら
12月5日（日） 文化の森 緑のホール 10 クラス 春が来た 向田 邦子

7 クラス 遠い野ばらの村 安房 直子
14 クラス ぼくのともだち 名取 佐和子
5 クラス あした咲く蕾 朱川 湊人
1 クラス ベッカンコおに さねとう あきら
12 クラス 北風ぴゅう太 重松 清

妻と別れて / パーソン　ツゥー　パーソン　コール

群読詩「地べたっこさまの詩」 / おにひめさま



場所 作者名等出演者名回数　　期日 作品名
3 クラス 心中未遂 平岩 弓枝

第１５回　2011　　　平成23年
12月3・4日 文化の森 緑のホール 講師 岡 摂子 夜福 林 芙美子

講師 戸村 美智子 『９９のなみだ』より　わだち 名取 佐和子
12月4日（日） 文化の森 緑のホール 6 クラス 花宵 山本 周五郎

11 クラス ツルバラの門 石田 衣良
4 クラス 鼓くらべ 山本 周五郎
9 クラス さよなら、サンタさん 谷口 雅美
2 クラス 押入れのちよ 荻原 浩
13 クラス 蓬莱橋にて 諸田 玲子
8 クラス わたくしです物語 山本 周五郎

第１６回　2012　　　平成24年
12月8・9日 文化の森 緑のホール 講師 岡 摂子 寒椿 澤田 ふじ子

講師 戸村 美智子 葉桜と魔笛 太宰 治
12月9日（日） 文化の森 緑のホール 10 クラス 本日は、お日柄もよく 原田 マハ

3 クラス 手踊り 三浦 哲郎
狐の嫁入り 池波 正太郎

8 クラス うしろ姿 藤沢 周平
1 クラス 生きとむらい 出久根 達郎
5 クラス 結婚式の客 小池 真理子
12 クラス 春のうららの十万坪 杉本 苑子

第１７回　2013　　　平成25年
12月7・8日 文化の森 緑のホール 講師 岡 摂子 妻が椎茸だったころ 中島 京子

講師 戸村 美智子 魔女の一撃 谷口 雅美
柴田 寿子/脚色

12月8日（日） 文化の森 緑のホール 6 クラス 117の伝説 小松 知佳
9 クラス 栞の恋 朱川 湊人
7 クラス 高齢者四重唱（シルバーカルテット） 梅原 満智子
4 クラス 長福寺のメリークリスマス 荻原 浩
2 クラス ゆうれい貸屋 山本 周五郎
11クラス 耳なし芳一の話 小泉 八雲

第１８回　2014　　　平成26年
12月6・7日 文化の森 緑のホール 講師 岡 摂子 きつねの窓 安房 直子

講師 戸村 美智子 『恋文』より　　冬の怪談 阿久 悠
12月7日（日） 文化の森 緑のホール 7 クラス 手作りマダム 東野 圭吾

6 クラス セロ弾きのゴーシュ 宮澤 賢治
2 クラス ここが青山 奥田 英朗
9 クラス 車窓家族 高田 郁
4 クラス 女たらし 諸田 玲子
11 クラス 『寺内貫太郎一家』より　いたずら 向田 邦子

第１９回　2015　　　平成27年
12月6・7日 文化の森 緑のホール 講師 岡 摂子 躁病のバイキン 佐藤 愛子

講師 戸村 美智子 高瀬舟 森 鷗外
12月7日（日） 文化の森 緑のホール 12 クラス 地べたっこさまの詩　おにひめさま さねとう あきら

1 クラス 佐賀のがばいばあちゃん 島田 洋七
10 クラス 舌ざわり 田辺 聖子
3 クラス 「朦朧戦記」より　敬老クイズ合戦 清水 義範
8 クラス 鉾の女 / 底には底がないと知ることについて 田辺 聖子
5 クラス 漆喰くい 高田 郁

第２０回　2016　　　平成28年
12月10・11日 文化の森 緑のホール 講師 岡 摂子 最後の伝言（Save the Last Dance for Me） 原田 マハ

講師 戸村 美智子 二十三年 山本 周五郎
12月11日（日） 文化の森 緑のホール 7 クラス 白猫おみつ 斎藤 隆介

返信 高田 郁
2 クラス 獬（Xie） 浅田 次郎
6 クラス オニババと三人の盗賊 重松 清
9 クラス 雛の花 浅田 次郎
4 クラス 女、ふたり あさの あつこ
11 クラス かんこま 田辺 聖子



みのかも「声のドラマ」の会の 20 年に寄せて 
加藤道子さん 山内雅人さん 

 
元・美濃加茂市教育長  渡辺 俊幸 

  
みのかも「声のドラマ」の会 20 年おめでとうございます。 
美濃加茂市の盛んな「朗読文化」を担っていただいている会に対して、心から敬意を表したいと思います。こ

こでは、今に続く朗読活動にきっかけを与えて下さった加藤道子さんと山内雅人さんの思い出をすこしお話しし

たいと思います。 
第 3 回坪内逍遙大賞受賞者、加藤道子さんにわたしが初めてお目にかかったのは、平成 8 年初夏、早稲田大学

の大教室での朗読会である。渋いが派手やかな絽のすばらしい着物姿で現われ、坪内逍遙唯一の小説「細君」の

朗読が始まった。気づいた時には朗読のるつぼの中であった。主人と妻、女中等の声をあの七色の声で身を震わ

せ、手を振って演じられ、私は全く劇中にいた。会が終わりふと我に返った。ドラマティックリーディングの魅

力にとりつかれた。 
やがて「疲れちゃったわ。」と加藤さんが早稲田大学演劇博物館の応接室に入って来られた。館長の鳥越文蔵さ

ん、逍遙協会の菊池明さん、同行の可児光生さん等との懇談が始まった。小柄で明るく美しい加藤さんはとても

七十歳をすぎた婦人には見えない。気軽で率直に話がはずんだ。 
 後々、加藤道子さんが遺品を美濃加茂市へ贈りたい意向を示された。亡くなられてから、ご家族に参上した。

弟さんの奥様、加藤孝子さんとよく話し合い、先生の生き方を更に多く知った。 
その一つに、先生は身につける物、特に着物へは深い興味、関心をおもちだとのこと。先生自身でデザインさ

れ、出来上がるまで関わられた高価な佐賀錦の帯があり、それを文化の森へいただいて来た。加藤道子さんの素

敵な着物姿も、むべなるかなと思っている。 
 思い出をもう一つ。平成 8 年 10 月 16 日、大賞授賞式後 3 日間、市内 5 会場で『加藤道子「声のドラマを学ぶ」

講座』が開かれた。参加者 400 余名、各会場で 15 名が朗読者として先生の指導を受けた。 
読むのは宮澤賢治の作品である。受講者の朗読を聞いて課題の箇所を先生自身が読まれる。範を示し生徒が学

び取る指導スタイルである。10 月 17 日、第 4 番目会場は文化会館、夜７時からである。9 時を過ぎても終りそ

うにない。朝から総合福祉会館、伊深公民館、東図書館と指導が続いている。意を決して「もうそろそろお止め

いただいたらどうでしょう。」と申したら、「みなさんはいいとおっしゃっていますし、私は大丈夫。私が OK と

言うのですから。」と言われ、10 時半過ぎまで続いた。まさにプロ、面目躍如たりと思った。 
先生はお酒がお好きと知っていたので、御代桜新作、酒酵母で醸造したワインを数本持って、宿舎のシティホ

テルへご案内した。「今晩全部お飲みになっては駄目ですよ。」と申しあげたら、「大丈夫よ。」翌朝「残りは東京

へ持って行きます。」と言われ、中央図書館での指導を続けて下さった。 
 
 山内さんは「放送表現教育センター」の設立者で、東京の下北沢タウンホールでのセンターの朗読発表会に参

加し、初めてお目にかかった。会の朗読は迫力に充ち、感動した。第 3 回大賞授賞式でも加藤道子さんと逍遙作

「神変大菩薩」を公演された。以後当市へもお越しいただき指導をお願いした。この朗読フェスティバルはご存

知の様に現在も続いている。山内先生には特に市内教職員の朗読指導をお願いした。中央公民館で受講者 15 名、

教材は「モチモチの木」である。テープレコーダーに録音され指導がすすむ。「じいさまは、豆太にいらいらして

いるんだよ。どうして明るく読むんだ！」とテープを再生しながら指導されていたことが強く印象に残っている。 
具体的に理由を明示し読み方を教える山内先生の姿と、盗む様に真似、自ら学び取る加藤先生の指導、お二人

のコントラストが興味津々だった。 



  

     

 

 

     

 

 

 

加藤 道子 （かとう みちこ／1919-2004 ） 

女性声優の草分け的存在。俳優加藤精一の長

女。1944 年に声優としてデビュー。俳優森繁

久弥と共演した NHK ラジオドラマ「日曜名作

座」は約 40年続いた長寿番組として有名。 

1996 年に、逍遙が演劇の基礎と考えた朗読

の芸術性を高めたことが評価され、美濃加茂市

第 3回坪内逍遙大賞を受賞した。 

山内 雅人 (やまのうち まさと／1929-2003 ) 

1974 年、金田一春彦氏と「放送表現教育セ

ンター」を設立し「ドラマティックリーディン

グ」を提唱。「美しく正しい日本語」を後世に

伝えるため全国各地へ指導にでかける。 

 1996 年、第 3 回坪内逍遙大賞受賞者の加藤

道子氏との共演がきっかけとなり、翌年より美

濃加茂市で朗読の指導を行う。 

みのかもの朗読にとって大事な人 



この秋の収穫は

まるまる実った

　「 朗 読 劇 」 
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